
　

７
月
26
日
、
自
治
労
県
本
部

第
40
年
次
自
治
研
究
集
会
が
盛

岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、
県
職
労

か
ら
８
人
が
結
集
し
た
。

　

自
治
研
活
動
と
は

　

冒
頭
、
平
野
あ
き
の
り
自
治

労
県
本
部
政
治
連
盟
事
務
局
次

長
（
北
上
市
議
会
議
員
・
北
上

市
職
労
出
身
・
自
治
労
組
織

内
）
か
ら
、
「
自
治
研
活
動
に

つ
い
て
」
を
講
演
。
組
合
員
は
、

①
組
合
員
、
②
職
員
、
③
住
民

の
３
つ
の
顔
を
持
つ
。
そ
し
て

自
治
研
活
動
は
、
こ
の
３
つ
の

顔
の
視
点
で
自
治
体
を
取
り
巻

く
制
度
・
政
策
面
で
改
善
が
必
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要
な
こ
と
を
討
論
し
、
政
策
実

現
に
向
け
た
提
言
や
組
織
内
・

協
力
議
員
と
連
携
し
た
議
会
対

策
な
ど
に
活
か
す
活
動
を
い
う
。

自
治
体
が
行
う
政
策
に
関
し

「
組
織
体
制
と
し
て
十
分
か
」
、

「
財
政
措
置
は
十
分
か
」
、

「
政
策
は
現
場
と
合
致
し
て
い

る
か
」
な
ど
の
視
点
か
ら
解
決

策
や
あ
る
べ
き
方
向
性
を
探
る

こ
と
が
基
本
。
組
合
員
が
抱
え

る
課
題
は
制
度
・
政
策
要
求
で

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内

容
も
あ
る
。
こ
の
活
動
の
出
発

点
と
な
る
の
が
自
治
研
活
動
で

あ
る
。
例
え
ば
、
担
当
業
務
に

つ
い
て
、
職
員
個
人
で
は
当
該

業
務
の
矛
盾
を
認
識
し
て
い
て

も
、
職
制
上
は
問
題
を
指
摘
し

づ
ら
い
。
こ
の
た
め
自
治
研
活

動
で
問
題
点
を
出
し
合
い
、
改

善
を
求
め
る
活
動
と
も
い
え
る
。

　

分
科
会
討
論
の
よ
う
す

　

❶
「
自
治
研
入
門
」
と
❷

「
公
務
職
場
の
魅
力
向
上
」
の

テ
ー
マ
で
討
論
を
行
っ
た
。

　

❶
で
は
、
自
治
研
を
始
め
る

に
当
た
っ
て
の
課
題
が
討
論
さ

れ
た
。
県
職
労
か
ら
「
各
評
協

議
会
の
意
見
交
換
か
ら
得
ら
れ

た
政
策
課
題
に
係
る
推
薦
県
議

団
と
の
連
携
」
、
「
公
の
施
設

の
指
定
管
理
料
の
賃
金
ス
ラ
イ

ド
制
の
導
入
実
現
に
向
け
た
対

応
」
を
報
告
。
組
合
員
が
職
場

で
抱
え
て
い
る
政
策
面
で
の
課

　

県
職
労
県
庁
支
部
は
７
月
24

日
、
釜
石
支
部
が
８
月
１
日
に

今
年
度
の
支
部
役
員
選
挙
結
果

を
公
示
し
た
。
立
候
補
者
全
員

が
信
任
さ
れ
新
体
制
を
確
立
し

た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
県
庁
支
部
】

支
部
長

小
田
島　

淳
（
河
川
課
）

副
支
部
長

菊
池　
　

勉
（
管
財
課
）

多
田　

康
洋
（
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室

）

書
記
長

小
原　
　

大
（
農
村
建
設
課
）

書
記
次
長

菊
池　

映
美
（
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室

）

執
行
委
員

高
橋　

伸
明
（
税
務
課
）

千
葉　

彩
香
（
農
業
普
及
技
術
課
）

五
十
嵐
和
昭

（
水
産
振
興
課
・　

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
）

北
林　
　

健
（
森
林
保
全
課
）

渡
邊　

大
基
（
県
北
・
沿
岸
振
興
室
）

高
橋　

幸
宏
（
障
が
い
保
健
福
祉
課
）

長
谷
川
秀
綱
（
健
康
国
保
課
）

佐
藤　

恵
子
（
自
然
保
護
課
）

古
舘　

俊
也
（
県
土
整
備
企
画
室
）

会
計
監
事

菊
池　
　

圭
（
健
康
国
保
課
）

石
井　

望
夢
（
農
村
計
画
課
）

【
釜
石
支
部
】

支
部
長

藤
原　
　

彰
（
経
営
企
画
部
）

副
支
部
長

高
木　
　

稔
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

菅
原　

那
津
（
農
林
部
）

書
記
次
長

平
嶋　

正
則
（
水
産
部
）

執
行
委
員

千
葉　

将
也
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

熊
谷　
　

和
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

宇
都
宮
政
彦
（
土
木
部
）

横
澤　

祐
司
（
水
産
部
）

加
賀　

克
昌
（
漁
業
取
締
事
務
所
）

小
野
寺
光
文
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

大
石　

祐
二
（
経
営
企
画
部
）

菊
地　

克
典
（
土
木
部
）

題
を
洗
い
出
し
、
制
度
政
策
要

求
に
繋
げ
て
い
く
と
紹
介
し
た
。

北
上
市
職
労
か
ら
は
北
上
市
立

工
科
大
学
の
構
想
を
巡
る
自
治

研
集
会
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

❷
で
は
、
宮
古
市
職
労
か
ら

職
員
の
退
職
動
向
を
分
析
し
、

離
職
防
止
の
た
め
の
働
き
や
す

い
環
境
な
ど
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
話
題
提
供
が
あ
り
、
県
職

労
か
ら
も
若
手
を
は
じ
め
職
員

の
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
の
実

現
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

自
治
研
活
動
に
向
け
て

　

自
治
研
活
動
は
組
合
員
の

日
々
の
仕
事
や
生
活
で
感
じ
て

い
る
課
題
の
改
善
に
向
け
、
制

度
政
策
要
求
に
つ
な
げ
る
活
動
。

ス
タ
ー
ト
は
職
場
で
日
々
感
じ

て
い
る
課
題
を
話
題
と
し
た
討

「
自
治
研
」
活
動
を
始
め
よ
う

県
本
部
第
40
年
次
自
治
研
究
集
会

論
か
ら
。
自
治
研
を
身
近
な
も

の
と
捉
え
、
活
動
を
始
め
よ
う
。
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県
職
労
本
部
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年
１
月
に
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に

関
し
、
３
月
に
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
電
子
回
答
と
紙
回
答
を
併
用
し
て
実
施
し
た
「
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
等
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
集
計
し
た
。

　

全
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
「
非
常
に
満
足
」
「
満
足
」
は
少
な
く
、
改
善
に
至
っ
て
い
な
い

課
題
も
多
々
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

労
働
条
件
等
に
対
す
る
気
持
ち
（
受
け
止
め
方
）
の
う
ち
、
旅
費
支
給
に
つ
い
て
は
、
４
０

７
件
の
回
答
の
う
ち
１
３
８
件
（
33
・
９
％
）
が
「
非
常
に
満
足
」
「
満
足
」
と
な
っ
て
お
り
、

勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
に
つ
い
て
は
、
４
０
８
件
の
回
答
の
う
ち
72
件
（
17
・
６
％
）
が

「
非
常
に
満
足
」
「
満
足
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
項
目
と
比
較
し
て
「
非
常
に
満
足
」
「
満

足
」
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
県
職
労
の
働
き
か
け
に
よ
る
運
用
変
更
の
効
果
が
表
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
地
で
の
食
事
・
飲
料
等
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
他
の
項
目
と
同
様
、
「
不
満
」
「
非
常
に

不
満
」
の
割
合
が
多
い
も
の
の
、
回
答
数
が
２
６
５
件
で
あ
り
、
他
の
設
問
（
概
ね
４
０
０
件

前
後
の
回
答
数
）
と
比
較
し
て
少
な
い
。
判
断
に
迷
っ
て
無
回
答
と
し
た
組
合
員
も
多
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
後
の
交
渉
で
取
り
上
げ
る
な
ど
し
て
活
用
し
て
い
く
。

鳥
イ
ン
フ
ル
対
応
等
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

鳥
イ
ン
フ
ル
対
応
等
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果




